
政
令
第
百
八
十
三
号

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率

化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

元
年
法
律
第
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
同
法
附
則
第
八
条
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
関
係
法
律
を

実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令



第
一
条
の
見
出
し
中
「
第
二
条
第
二
号
ヘ
」
を
「
第
三
条
第
二
号
ヘ
」
に
改
め
、
同
条
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報

通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

法
律
第
百
五
十
一
号
。
」
に
、
「
第
二
条
第
二
号
ヘ
」
を
「
第
三
条
第
二
号
ヘ
」
に
改
め
る
。

第
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
二
条
第
六
号
」
を
「
第
三
条
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
し
、
第
一
条

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
条
第
三
号
ロ
の
政
令
で
定
め
る
者
）

第
二
条

法
第
三
条
第
三
号
ロ
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
日
本
年
金
機
構
と
す
る
。

本
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
条
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
手
続
等
）

第
四
条

法
第
十
条
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
手
続
等
は
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
令
の
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
規
定
に

基
づ
く
手
続
等
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
手
続
等
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
十
一
条
の
政
令
で
定
め
る
書
面
等
及
び
措
置
）

第
五
条

法
第
十
一
条
の
政
令
で
定
め
る
書
面
等
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
同
条
の
政
令
で
定
め
る
措



置
は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
書
面
等
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

書

面

等

措

置

一

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
措
置

年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
二
条
第

イ

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
、
個
人
番
号
カ

一
項
に
規
定
す
る
住
民
票
の
写
し
又

ー
ド
に
記
録
さ
れ
た
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

は
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三

号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
署
名
用
電
子
証
明
書
及
び
当
該
署
名

用
電
子
証
明
書
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
情
報
の
行
政
機
関
等
へ
の
提
供

ロ

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
行
う

、
氏
名
、
出
生
の
年
月
日
、
男
女
の
別
及
び
住
所
の
行
政
機
関
等
へ
の

提
供

ハ

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
行
政
機
関
等
へ
の
提
示



二

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
措
置

律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
九
条
第

イ

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
行
う

一
項
に
規
定
す
る
登
記
事
項
証
明
書

、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
項
の
行
政
機
関
等
へ
の
提
供

⑴

土
地
に
あ
っ
て
は
、
当
該
土
地
の
所
在
す
る
市
、
区
、
郡
、
町
、

村
及
び
字
並
び
に
当
該
土
地
の
地
番

⑵

建
物
に
あ
っ
て
は
、
当
該
建
物
の
所
在
す
る
市
、
区
、
郡
、
町
、

村
、
字
及
び
土
地
の
地
番
並
び
に
当
該
建
物
の
家
屋
番
号

⑶

不
動
産
登
記
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
第
六
条

第
一
項
に
規
定
す
る
不
動
産
識
別
事
項

ロ

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
行
う

、
行
政
機
関
等
に
電
気
通
信
回
線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
登
記
情
報
の
送
信
を
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
法
人



か
ら
受
け
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
当
該
指
定
法
人
か
ら
取

得
し
た
符
号
そ
の
他
の
情
報
の
当
該
行
政
機
関
等
へ
の
提
供

三

商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
措
置

律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
条
第
一
項

イ

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
行
う

（
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場

、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
項
の
行
政
機
関
等
へ
の
提
供

合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
登
記
事

⑴

商
号
又
は
名
称
及
び
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

項
証
明
書

⑵

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条

第
十
五
項
に
規
定
す
る
法
人
番
号

⑶

商
業
登
記
法
第
七
条
（
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定
す
る
会
社
法
人
等
番
号

ロ

前
号
下
欄
ロ
に
掲
げ
る
措
置

ハ

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
、
商
業
登
記
法



第
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
他
の
法
令
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
証
明
及
び
当
該
証

明
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名
が

行
わ
れ
た
情
報
の
行
政
機
関
等
へ
の
提
供

四

商
業
登
記
法
第
十
二
条
第
一
項
（

前
号
下
欄
ハ
に
掲
げ
る
措
置

他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
印
鑑
の
証
明
書

五

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含

第
一
号
下
欄
イ
に
掲
げ
る
措
置

む
も
の
と
し
、
地
方
自
治
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定

都
市
に
あ
っ
て
は
、
市
長
又
は
区
長



若
し
く
は
総
合
区
長
と
す
る
。
）
が

作
成
す
る
印
鑑
に
関
す
る
証
明
書

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
四
条
関
係
）

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
十
二
条
の
七
第

処
分
通

律
第
百
四
十
一
号
）

三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

知
等

場
合
を
含
む
。
）

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の

第
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
十
条
の
二
第
三
項
及
び
第
五

処
分
通

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る

知
等

二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）

場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
第
四
項
（
第
三
十
一
条
の
十
二
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
一
条
の

二
第
四
項
（
第
三
十
一
条
の
七
第
二
項
及
び
第
三
十
一
条
の
十
七
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）



古
物
営
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

第
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

処
分
通

律
第
百
八
号
）

知
等

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

第
八
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
八
項
、
第
九
項
、
第
十

申
請
等

律
第
百
号
）

一
項
及
び
第
十
二
項
、
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
並
び
に
同
条
第
七

項
、
第
九
項
及
び
第
十
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
八
十
六
条
の
三
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
六
条
の
三
第

一
項
、
第
八
十
六
条
の
四
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
、
第
六
項
、

第
八
項
及
び
第
十
項
、
第
八
十
六
条
の
五
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第

八
十
六
条
の
六
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
九
項
、
第
八
十

六
条
の
七
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
九
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
百
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
第
九
十
九
条
の
二
第
二
項
及
び
第
四
項
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
同
条
第
五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含



む
。
）
及
び
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に

第
百
六
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉

第
二
十
一
条
第
一
項

申
請
等

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年

第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
七
項
、
第
二
十
九
条
第
三
項
（
第
二
十

処
分
通

法
律
第
百
二
十
三
号
）

九
条
の
二
第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

知
等

を
含
む
。
）
、
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
二
項
（
第
三
十
四
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
三
条
の
三

第
一
項

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年

第
十
九
条
第
一
項
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
第

処
分
通

法
律
第
百
四
十
九
号
）

八
項
並
び
に
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ

知
等

た
第
十
七
条
第
四
項
及
び
第
八
項

旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
条
第
三
項
、

処
分
通

二
百
六
十
七
号
）

第
十
条
第
四
項
及
び
第
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

知
等



含
む
。
）
並
び
に
第
十
九
条
の
三
第
三
項

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（

第
十
一
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
十
九
条
第
一
項

申
請
等

昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九

第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
四
条
の
二
第
四
項
、
第
十
六
条
第
四
項
、

処
分
通

号
）

第
十
七
条
第
三
項
、
第
十
八
条
第
四
項
、
第
十
八
条
の
二
第
三
項
、

知
等

第
十
九
条
の
六
、
第
十
九
条
の
十
第
二
項
（
第
十
九
条
の
十
一
第
三

項
、
第
十
九
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
十
九
条
の
十
三
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
条
第
四
項
（
第
二
十
一

条
第
四
項
及
び
第
二
十
二
条
の
二
第
三
項
（
第
二
十
二
条
の
三
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
、
第
二
十
二
条
第
三
項
（
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
（
第
二
十

二
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
十
六
条
第
二
項
並
び
に
第
四
十
七
条

第
五
項
、
第
四
十
八
条
第
九
項
、
第
四
十
九
条
第
六
項
及
び
第
五
十



条
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
六
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
五
条
の
三
第
二
項
、
第
六
十
一
条

の
二
の
二
第
三
項
、
第
六
十
一
条
の
二
の
四
第
二
項
（
同
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
六
十
一
条
の
二
の

十
二
第
一
項

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

処
分
通

七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）

知
等

売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法

第
二
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
更
生
保
護
法
（
平
成
十
九

申
請
等

律
第
百
十
八
号
）

年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
九
十
三
条
第
一
項

第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
第
四
項

処
分
通

知
等

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び

第
五
十
九
条
第
五
項
及
び
第
十
項

処
分
通

原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（

知
等



昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六

号
）

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭

第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
九
条
の
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準

処
分
通

和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
条
の
五
第
二
項
、
同
条
第
四
項
に

知
等

お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
十
第
二
項
、
同

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
十

三
第
二
項
並
び
に
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項

婦
人
補
導
院
法
（
昭
和
三
十
三
年

第
十
六
条
第
二
項

処
分
通

法
律
第
十
七
号
）

知
等

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法

第
八
条
第
三
項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
の
三
第
二
項

処
分
通

律
第
百
五
号
）

、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
七
十
五
条
第
九
項
（
第
七
十
五
条
の
二

知
等

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
十
二
条
第
一

項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
四
条
第
二
項
、
第
百
一
条
第
六
項
、
第
百



一
条
の
二
第
四
項
、
第
百
七
条
第
二
項
並
び
に
第
百
七
条
の
七
第
三

項

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、

第
三
十
三
条
第
一
項

処
分
通

有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に

知
等

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）

自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に

第
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
七
条
第
二
項
（

処
分
通

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法

第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
十

知
等

律
第
百
四
十
五
号
）

三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

住
民
基
本
台
帳
法

第
三
十
条
の
三
第
三
項
、
第
三
十
条
の
四
第
四
項
、
第
三
十
条
の
三

処
分
通

十
二
第
二
項
及
び
第
三
十
条
の
三
十
五

知
等

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七

第
七
十
二
条
第
一
項
（
第
六
十
一
条
第
一
項
の
免
許
に
係
る
免
許
証

処
分
通

年
法
律
第
五
十
七
号
）

を
交
付
す
る
場
合
に
限
る
。
）

知
等



警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律

第
五
条
第
二
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
七
条
第
二
項

処
分
通

第
百
十
七
号
）

知
等

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に

第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び

処
分
通

関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法

第
三
項

知
等

律
第
三
十
三
号
）

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営

第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
一
条
第
三
項

処
分
通

の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護

知
等

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年

法
律
第
八
十
八
号
）

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等

第
四
条
第
一
項
（
第
二
十
一
条
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

処
分
通

に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特

合
を
含
む
。
）

知
等

例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十

二
年
法
律
第
二
十
九
号
）



港
湾
労
働
法
（
昭
和
六
十
三
年
法

第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項

処
分
通

律
第
四
十
号
）

知
等

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き

第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
一
条
第
二
項
（
第
十
二
条

処
分
通

日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の

第
三
項
、
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

知
等

出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（

す
る
場
合
を
含
む
。
）

平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）

化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質

第
十
七
条
第
一
項

処
分
通

の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

知
等

七
年
法
律
第
六
十
五
号
）

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患

第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
一
項

処
分
通

者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

知
等

（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等

第
百
五
十
七
条
第
一
項
、
第
百
六
十
二
条
第
一
項
、
第
百
六
十
三
条

申
請
等



の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

第
一
項
、
第
百
六
十
五
条
第
一
項
、
第
百
六
十
六
条
第
一
項
、
第
百

七
年
法
律
第
五
十
号
）

六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
六
十
八
条
第
一
項

第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
百
五
十
五
条
第
一
項
、
第
百
六
十
一
条
第

処
分
通

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

知
等

第
六
十
八
号
）
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
本
文
並
び
に
第
四
十
七
条
（
た
だ
し
書
及
び
第
二
号
を
除
く
。

）
並
び
に
第
百
六
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十

六
条
第
一
項
本
文
、
第
四
十
七
条
（
た
だ
し
書
及
び
第
二
号
を
除
く

。
）
及
び
第
六
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
百
六
十

四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
百
六
十
五
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す

第
四
条
第
三
項

処
分
通

る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六

知
等



十
号
）

更
生
保
護
法

第
九
十
三
条
第
一
項

申
請
等

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
附
則
第
三
条
第
二
項
及
び
第
三

処
分
通

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

項

知
等

等
に
関
す
る
法
律

少
年
院
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

第
百
二
十
条
、
第
百
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
一
項

申
請
等

第
五
十
八
号
）

第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
百
十
八
条
第
一
項

処
分
通

知
等

少
年
鑑
別
所
法
（
平
成
二
十
六
年

第
百
九
条
、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
百
十
九
条
第
一
項

申
請
等

法
律
第
五
十
九
号
）

第
二
十
三
条
第
一
項

処
分
通

知
等

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実

第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条

処
分
通

施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関

第
五
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

知
等



す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律

。
）
並
び
に
第
三
十
二
条
第
五
項

第
八
十
九
号
）

民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子

第
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
三
条
第
二
項

処
分
通

縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童
の

知
等

保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
八
年
法
律
第
百
十
号
）

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法

第
二
十
四
条
第
一
項

申
請
等

施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第

百
二
十
二
号
）

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

第
八
十
八
条
第
十
一
項
、
第
八
十
八
条
の
三
第
九
項
、
第
八
十
八
条

申
請
等

五
年
政
令
第
八
十
九
号
）

の
五
第
八
項
及
び
第
八
十
九
条
第
六
項

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉

第
二
条
の
二
の
二
並
び
に
第
二
条
の
二
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項

処
分
通

に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二

知
等



十
五
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
（
昭
和

第
三
十
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
十
条
の
四
第
二
項

処
分
通

四
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号

知
等

）化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質

第
三
条
の
三

処
分
通

の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

知
等

（
平
成
七
年
政
令
第
百
九
十
二
号

）感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患

第
二
十
二
条

処
分
通

者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

知
等

施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百

二
十
号
）

（
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
二
条

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
の
承
諾
等
）

第
五
条

液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
事
項
を
提
供
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
事
項
の
提
供
の
相
手
方
に
対
し
、
そ
の

用
い
る
同
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
（
次
項
に
お
い
て
「
電
磁
的
方
法
」
と
い
う
。
）
の
種
類
及
び
内
容
を
示

し
、
書
面
又
は
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
書
面
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
承
諾
を
得
た
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
当
該
相
手
方
か
ら
書
面
等
に
よ
り
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を

受
け
な
い
旨
の
申
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
相
手
方
に
対
し
、
法
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
の
提
供
を
電
磁

的
方
法
に
よ
つ
て
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
相
手
方
が
再
び
前
項
の
承
諾
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
に
規
定
す
る
事
項
を
提
供
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用



す
る
。

（
登
記
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

登
記
手
数
料
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
に
、
「
第
三
条
第
一

項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活

用
法
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」

に
、
「
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項

」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
測
量
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

測
量
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
）
第
三
条
第
一
項
」
を
「
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
と

い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
」
に
改
め
、
「
（
以
下
単
に
「
電
子
情
報
処
理
組
織
」
と
い
う
。
）
」
を
削

り
、
同
項
第
二
号
中
「
二
千
八
百
五
十
円
（
」
の
下
に
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規

定
す
る
」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
中
「
一
万
五
千
五
百
円
（
」
の
下
に
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定

す
る
」
を
加
え
る
。

（
産
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
登
録
申
請
手
数
料
の
額
等
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

産
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
登
録
申
請
手
数
料
の
額
等
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
四
百
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
及
び
第

三
条
第
二
項
」
を
削
る
。



第
三
条
第
二
項
及
び
第
七
条
第
一
項
後
段
を
削
る
。

（
肥
料
取
締
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

肥
料
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
四
第
一
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
に
、
「
第
三
条

第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技

術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
商
品
先
物
取
引
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

商
品
先
物
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
は
つ
て
」
を
「
貼
つ
て
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

（
火
薬
類
取
締
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
八
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
条
第
六



号
」
を
「
第
三
条
第
八
号
」
に
改
め
る
。

一

火
薬
類
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
表
第
一
号

二

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）

別
表
第
一
の
一
の
項
下
欄

三

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
）
第
四
十
条
第
一
項
の
表
備
考

四

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項

の
表
の
一
の
項
下
欄

五

電
気
工
事
士
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
号
）
第
十
三
条

六

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
十
五
号

）
本
則

七

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
第
一
条

八

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
四
百
三
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項

九

日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸
棚
の
南
部
の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
石
油
及

だ

な



び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
の
開
発
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
八
号
）
第
一
条

十

特
定
鉱
業
権
関
係
登
録
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
三
百
八
十
二
号
）
第
六
条
第
一
項

十
一

深
海
底
鉱
業
暫
定
措
置
法
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
百
九
十
九
号
）
本
則

十
二

高
圧
ガ
ス
保
安
法
関
係
手
数
料
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十
一
号
）
第
一
条

（
鉱
業
法
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

鉱
業
法
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政

の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
条
第
六
号
」
を
「
第
三
条
第
八

号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
は
つ
て
」
を
「
貼
つ
て
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

（
納
税
貯
蓄
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

納
税
貯
蓄
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
」
を
「
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三



項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
」
を
「
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

（
道
路
運
送
車
両
法
関
係
手
数
料
令
等
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

一

道
路
運
送
車
両
法
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
一
条
の
表
一
の
項
下
欄
第
一
号

二

日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
九
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号

三

土
地
収
用
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

四

武
器
等
製
造
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
百
九
十
八
号
）
第
五
条

五

医
師
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
八
十
二
号
）
第
一
条
及
び
第
十
二
条

六

歯
科
医
師
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
第
一
条
及
び
第
十
二
条

七

水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
三
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号

八

薬
剤
師
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十
三
号
）
第
一
条



九

割
賦
販
売
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
一
号
）
第
二
十
七
条

十

ダ
ム
使
用
権
登
録
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
号
）
第
三
十
六
条
第
二
項

十
一

砂
利
採
取
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
一
号
）
第
三
条

十
二

ガ
ス
事
業
法
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
一
号
）
第
二
項

十
三

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
四
号
）
第
三
条
第
一

号
十
四

採
石
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
九
号
）
第
二
条

十
五

旅
行
業
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項

十
六

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二
号
）
第
十
条

十
七

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
二
十
九
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
の
表
備

考
及
び
第
二
項

十
八

特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工
事
の
監
督
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
四
年
政
令
第
二
百
三
十
一
号
）
第
二

条
第
二
項



十
九

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
四
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
第
三
十
一
条

の
表
十
四
の
項

二
十

電
気
通
信
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
年
政
令
第
七
十
五
号
）
別
表
第
二
の
備
考

二
十
一

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
六
十
二

年
政
令
第
三
百
六
十
三
号
）
第
二
条

二
十
二

商
品
投
資
に
係
る
事
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
四
年
政
令
第
四
十
五
号
）
第
六
条

二
十
三

獣
医
師
法
施
行
令
（
平
成
四
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
第
一
条
第
一
項

二
十
四

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
）
第
十
五

条
二
十
五

航
空
法
関
係
手
数
料
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
別
表
第
一
第
一
号

二
十
六

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
本
則
の
表
五
十
二
の
項
の
５

の
イ

二
十
七

特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年



政
令
第
百
三
十
八
号
）
第
八
条
第
一
項
第
四
号

二
十
八

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
百
九
十
五
号
）
第
十
条

二
十
九

大
深
度
地
下
の
公
共
的
使
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
五
百
号
）
第
六
条
第
一
号

三
十

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
四
十
一
号
）
第
三
条
第
二
項

三
十
一

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
三

年
政
令
第
三
百
五
十
五
号
）
第
十
条
第
一
号

三
十
二

健
康
増
進
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
六
十
一
号
）
第
四
条
第
一
号

三
十
三

経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証
明
書
の
発
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
十
八
号

）
第
七
条

三
十
四

特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
六
十
二
号
）
第
七
条
第
一

項
第
二
号

三
十
五

住
宅
宿
泊
事
業
法
施
行
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
第
二
条

（
自
動
車
登
録
令
の
一
部
改
正
）



第
十
二
条

自
動
車
登
録
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
し
て
申
請
す
る
」
に
改
め
る
。

（
国
土
調
査
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

国
土
調
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項

」
を
「
）
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
。
以
下
同
じ
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
十
九
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。

（
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う



に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
三
第
三
号
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
。
次
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
と
い
う
。

）
第
四
条
第
一
項
」
を
「
）
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
同
項
」
を
「
同
法
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
四
第
二
項
第
一
号
中
「
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
（
次
号
に
掲
げ

る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
る
。

（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
以
下
」
を
「
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
。
以
下
」
に
、
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を

「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
百
五
十
二
条
第
二
項
を
削
る
。

（
鉱
害
賠
償
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

鉱
害
賠
償
登
録
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
中
第
五
項
を
削
り
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
第
六
条
第
三
項
中
「
弁
明

書
の
送
付
」
と
あ
る
の
は
「
鉱
害
賠
償
登
録
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
十
七
号
）
」
を
「
第
六
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十

九
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
鉱
害
賠
償
登
録
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
九
条
第
五
項
」
と
、
「
弁
明
書
の
送
付
」
と
あ
る
の
は
「
同
令
」
に
改
め
、
「
（
同
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
副
本
と
み
な
さ
れ
る
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
す
る
。

（
労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
四
第
三
号
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
。
次
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
と
い
う



。
）
第
四
条
第
一
項
」
を
「
）
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
同
項
」
を
「
同
法
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
五
第
二
項
第
一
号
中
「
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
（
次
号
に
掲

げ
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
る
。

（
建
設
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
は
つ
て
」
を
「
貼
つ
て
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
四
条
第
二
項
中
「
（
同
条
に
規
定
す
る
」
を
「
（
国
税
に
関
す
る
法
律
又
は
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の

推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
、
「
行
わ
れ
た
同
条
」

を
「
行
わ
れ
た
法
第
九
十
七
条
」
に
、
「
同
項
に
」
を
「
第
四
項
に
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
法
第
九
十
七
条
」
を
「

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に

加
え
る
。



こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た
電
子
申
請
等
証
明
書
の
交
付
の
請
求
及
び
そ

の
交
付
は
、
書
面
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
法
第
九
十
七
条
及
び
前
各
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
電
波
法
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

電
波
法
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
に
、
「
第
三
条
第
一

項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
に
読
み
替
え
る
も
の
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三

条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
本
文
」
を
「
こ
の
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
情
報
通

信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
四
項
、
第
四
条
の
二
、
第
六
条
た
だ
し
書
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
た
だ
し
書
、
第
九
条
た
だ
し
書
、
第
十

条
第
二
項
、
第
十
一
条
及
び
第
十
八
条
第
二
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法

第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。



第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
本
文
」
を
「
こ
の
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
及
び
第
七

項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
、
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組

織
を
使
用
し
て
第
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
及
び
第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
の
申
請
（
第
三
条
の
手
数
料
に
あ
つ
て
は

、
落
成
の
届
出
）
を
す
る
場
合
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
」
を
削
り
、
「
当
該
届
出
）
に
際
し
」
を
「
落

成
の
届
出
）
に
際
し
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定

す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
法
第
七
十
三
条
第
四
項
の
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
提
出
す
る
場
合
そ
の
他
の
総

務
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
」
を
削
る
。

（
消
防
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
条
の
二
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
国
税
通
則
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
二
十
三
条

国
税
通
則
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
国
税
に
関
す
る
法
律
又
は

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
と
い
う
。
）
第

三
条
第
一
項
」
を
「
）
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
同
項
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

第
三
十
二
条
第
四
項
を
削
る
。

第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
十
二
条
の
三
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
を
削
る
。

第
三
十
三
条
の
二
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
を
削
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に

関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。

（
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。



第
一
条
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政

の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
）
第
三
条
第
一
項
」
を
「
。
第
四
条
各
号
に
お
い
て
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
と
い

う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
」
に
改
め
、
「
（
以
下
単
に
「
電
子
情
報
処
理
組
織
」
と
い
う
。
）
」
を
削
る
。

第
四
条
各
号
中
「
電
子
情
報
処
理
組
織
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る

電
子
情
報
処
理
組
織
」
に
改
め
る
。

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
を
削
る
。

（
河
川
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
中
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
行
な
い
」
を
「
行
い
」
に
、

「
附
し
」
を
「
付
し
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
行
な
つ
た
」
を
「
行
つ
た
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。



第
五
十
七
条
の
二
中
「
、
第
二
十
二
条
第
六
項
」
を
「
、
第
二
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
二
十
二
条
第
六

項
の
項
中
「
第
二
十
二
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
三
中
「
、
第
二
十
二
条
第
六
項
」
を
「
、
第
二
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
二
十
二
条
第
六

項
の
項
中
「
第
二
十
二
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
四
の
表
第
二
十
二
条
第
六
項
の
項
中
「
第
二
十
二
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
五
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
第
四
項
及
び
第
六
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
十
五
第
二
項
中
「
は
つ
て
」
を
「
貼
つ
て
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
四
十
一
条
の
二
第
八
項
中
「
第
二
十
七
条
の
三
十
の
七
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
「
第
二
十
七
条
の
三
十
の
七
第
四
項

及
び
第
五
項
」
に
改
め
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
三
十
一
条
第
二
項
の
表
第
三
十
一
条
の
二
の
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
」
を
「
第
三
十
二
条
」
に
改
め
る
。

（
社
会
保
険
労
務
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

社
会
保
険
労
務
士
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
中
「
は
る
」
を
「
貼
る
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

（
労
働
安
全
衛
生
法
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
は
る
」
を
「
貼
る
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

（
作
業
環
境
測
定
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

作
業
環
境
測
定
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
五
号
ロ
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用

し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。



第
四
条
第
一
項
中
「
は
る
」
を
「
貼
る
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
二
年
政
令
第

二
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
に
改
め
る
。

（
貸
金
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

貸
金
業
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
八
年
政
令
第
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
は
つ
て
」
を
「
貼
つ
て
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
三
条
の
十
三
第
二
項
中
「
は
つ
て
」
を
「
貼
つ
て
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
三
条
の
十
四
第
二
項
中
「
に
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
申
請
書
に
」
と
、
「
受
験
申
込
書
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
法
第

二
十
四
条
の
二
十
五
第
一
項
の
主
任
者
登
録
又
は
法
第
二
十
四
条
の
三
十
二
第
一
項
の
主
任
者
登
録
の
更
新
の
申
請
」
を
「

」
と
あ
る
の
は
、
「
登
録
申
請
書
」
に
改
め
る
。

（
計
量
法
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）



第
三
十
四
条

計
量
法
関
係
手
数
料
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
条
第
六
号
」
を
「
第
三

条
第
八
号
」
に
、
「
（
同
項
」
を
「
（
法
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
保
険
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

保
険
業
法
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
の
三
第
二
項
中
「
は
っ
て
」
を
「
貼
っ
て
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

附
則
第
八
条
の
五
各
号
中
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

（
動
産
・
債
権
譲
渡
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
六
条

動
産
・
債
権
譲
渡
登
記
令
（
平
成
十
年
政
令
第
二
百
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第



四
項
を
削
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
六
条
第
三
項
中
」
を
「
第
六
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
九
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
動
産
及
び
債

権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
四
号
）
第
十
九
条
第
七
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
九
条
第
五
項
」
と
、
」
に
改
め
、
「
（
平
成
十
年
法
律
第
百
四
号
）
」
及
び
「
（

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
副
本
と
み
な
さ
れ
る
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

（
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
七
条

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
ニ
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

た
だ
し
書
を
削
る
。

（
後
見
登
記
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

後
見
登
記
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
十
一
条
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四

項
を
削
る
。

第
十
七
条
中
「
第
六
条
第
三
項
中
」
を
「
第
六
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
九
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
後
見
登
記
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
九

条
第
五
項
」
と
、
」
に
改
め
、
「
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
」
及
び
「
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

の
副
本
と
み
な
さ
れ
る
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術



活
用
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報

通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
に
、

「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
同
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
は
っ
て
」
を
「
貼
っ
て
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）

」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
る
。

別
表
一
の
項
リ
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
に
改
め
る
。

（
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
条

フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
三
百
九
十
六
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ

し
書
を
削
る
。



（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
一
条

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

第
一
号
中
「
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
（
次
号
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
、
次
に
掲
げ
る
」
の
下
に
「
行
政
機
関
又
は
部
局
若
し
く
は
機
関
に
お
い
て
手
数
料
を
納
付
す

る
」
を
加
え
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

特
許
庁

二

そ
の
長
が
法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
委
任
を
受
け
た
職
員
で
あ
る
部
局
又
は
機
関
で
あ
っ
て
、
手
数
料
の
納
付

に
つ
い
て
収
入
印
紙
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
と
し
て
行
政
機
関
の
長
が
官
報
に
よ
り
公
示
し
た
も
の

（
不
動
産
登
記
令
の
一
部
改
正
）



第
四
十
二
条

不
動
産
登
記
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第

四
項
を
削
る
。

第
二
十
五
条
中
「
第
六
条
第
三
項
中
」
を
「
第
六
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
九
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
不
動
産
登
記

法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
五
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
九
条
第

五
項
」
と
、
」
に
改
め
、
「
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
」
及
び
「
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
副

本
と
み
な
さ
れ
る
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

（
信
託
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条

信
託
業
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
四
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
は
っ
て
」
を
「
貼
っ
て
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
大
都
市
地
域
に
お
け
る
特
別
区
の
設
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一



部
改
正
）

第
四
十
四
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
ま
で
及
び
第
五
項
」
を
「
ま
で
」
に
改
め
る
。

一

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
五
十
五
号
）
第
十
九
条

二

大
都
市
地
域
に
お
け
る
特
別
区
の
設
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
四
十
二
号
）
第
五
条

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
四
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
六
条
第
一
項
中
「
又
は
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
者
が
附
則
第

四
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
科
目
の
一
部
を
免
除
し
て
行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
」
を
削
り
、

「
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
三

十
三
条
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
四
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下

「
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
新
法
第
九
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
第
一
項
第
二
号



」
に
、
「
新
令
第
三
十
三
条
の
表
の
二
の
項
」
を
「
令
第
三
十
一
条
の
表
の
十
四
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
新
法

第
十
条
第
二
項
」
を
「
法
第
五
十
三
条
第
二
項
」
に
、
「
新
法
第
八
条
第
一
項
」
を
「
法
第
五
十
一
条
」
に
、
「
新
令
第
三

十
三
条
の
表
の
三
の
項
」
を
「
令
第
三
十
一
条
の
表
の
十
五
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
新
法
第
八
条
第
一
項
」
を

「
法
第
五
十
一
条
」
に
、
「
新
令
第
三
十
三
条
」
を
「
令
第
三
十
一
条
」
に
、
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を

「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
六
条

行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
四
項
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
六
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
を
削
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項

を
削
る
。



第
十
一
条
第
三
号
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
四
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
同
項
」
を
「
同
法
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
（
次
号
に
掲
げ
る

場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
る
。

第
十
五
条
第
四
項
を
削
る
。

別
表
第
一
第
六
条
第
二
項
の
項
を
削
る
。

別
表
第
三
第
四
条
第
四
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
五
条
第
一
項
の
項
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
」
に
改
め
、
「

。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
削
り
、
同
表
第
五
条
第
二
項
の
項
及
び
第
七
条
第
二
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
七
条
第
三
項

の
項
中
「
第
七
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
第
四
項
の
項
、
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
項

及
び
第
十
五
条
第
四
項
の
項
を
削
る
。

（
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
七
条

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
三
十
年
政
令
第
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
第
一
号
中
「
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
（
次
号
に
掲
げ
る
場



合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
る
。

（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
八
条

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
施
行
令
（
平
成
三
十
一
年
政
令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条
の
二

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法

律
第
百
十
号
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法

第
七
十
四
条
第
八
項

処
分
通

（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
）

知
等

附

則



（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の

簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
法
の
施
行
の
日
前
に
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利

用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
と
い
う
。

）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
改
正
法
附
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
申
請
等
が
行
わ
れ
た
場

合
に
お
い
て
、
同
日
以
後
に
改
正
法
附
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
租
税
特
別
措
置
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
新
租
税
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
申
請
等
に
係
る
同
条
の
証
明
書
の
交
付
の
請
求

が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
等
を
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等

に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項



に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た
新
租
税
特
別
措
置
法
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
申
請
等
と
み
な
し

て
、
同
条
の
規
定
及
び
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用

す
る
。

２

改
正
法
の
施
行
の
日
前
に
旧
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組

織
を
使
用
し
て
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
送
付
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お

い
て
、
同
日
以
後
に
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
送
付
に
係
る
地
図
及
び
簿
冊
の
認
証
の
請
求
が
あ
っ
た
と

き
は
、
当
該
送
付
を
新
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
し
て
行
わ
れ
た
国
土
調
査
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
送
付
と
み
な
し
て
、
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
土
調

査
法
施
行
令
第
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
三
条

令
和
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の

推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表
第
二
号
下
欄
中
「
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ

る
措
置
」
と
あ
る
の
は
「
ロ
に
掲
げ
る
措
置
」
と
、
同
表
第
三
号
下
欄
イ
中
「
次
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る
の
は
「
⑴
又
は
⑵

」
と
す
る
。



（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
項
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
第
四
項
及
び
第
六
項
」
を
「

第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
の
表
第
七
条
第
二
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
七
条
第
三
項
の
項
中
「
第
七
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
二

項
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
第
四
項
の
項
及
び
第
十
五
条
第
四
項
の
項
を
削
る
。

（
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
四
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
条
第
二
項
中
「
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

（
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）



第
七
条

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
平
成
三
十
七
年
六
月
三
十
日
」
を
「
令
和
七
年
六
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

（
国
税
通
則
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

国
税
通
則
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
三
十
一
年
政
令
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
第
一
項
中
「
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
」
を
「
令
和
二
年
四
月
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
三
十
二
年

一
月
一
日
」
を
「
令
和
二
年
一
月
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
二
年
一
月
一
日
」
を
「
令
和
二
年
一
月
一
日
」
に
改
め
る
。

（
水
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

水
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
三
十
一

年
政
令
第
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
平
成
三
十
四
年
九
月
三
十
日
」
を
「
令
和
四
年
九
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。



（
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
五
条
中
「
第
六
条
第
三
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。



理

由

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を

図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
手
続
等

を
定
め
る
等
、
関
係
政
令
の
規
定
の
整
備
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


